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X 0134-3：2026 (ISO/IEC/IEEE 15026-3：2023) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。これによって，JIS X 0134:1999 は廃止され，その一部を分割して

制定したこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 X 0134-3：2026 
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システム及びソフトウェア技術－ 

システム及びソフトウェアアシュアランス－ 

第 3 部：システムインテグリティレベル 

Systems and software engineering-Systems and software assurance- 

Part 3: System integrity levels 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 3 版として発行された ISO/IEC/IEEE 15026-3 を基に，技術的内容及び構成を

変更することなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，インテグリティレベルを達成するための対応する IL 要件（要求事項）をもつインテグリテ

ィレベルの概念を規定する。また，インテグリティレベル及びそれに対応する IL 要件（要求事項）を定義

して使用するための要求事項及び推奨事項を規定する。この規格では，システム，ソフトウェア製品及び

その要素並びに関連する外部依存関係について説明する。 

この規格は，システム及びソフトウェアに適用可能であり，次を使用するためのものである。 

a) 企業及び専門的な組織，標準化組織，政府機関などのインテグリティレベルの定義者 

b) システム又はソフトウェアの開発者及び保守者，供給者及び取得者，システム又はソフトウェア利用

者，システム又はソフトウェア評価者，ソフトウェア及び／又はソフトウェア製品の管理及び技術サ

ポートスタッフなどのインテグリティレベルの利用者 

インテグリティレベルの一つの重要な用途は，例えば，納入されたシステム若しくは製品の安全性，財

務又はセキュリティ特性を保証するのに役立つように，合意における供給者及び取得者によるものである。 

この規格は，具体的な一連のインテグリティレベル又はその IL 要件（要求事項）を規定していない。さ

らには，インテグリティレベルの利用がシステム又はソフトウェアエンジニアリングライフサイクルの工

程全体に統合される仕方については，規定しない。しかし，これらについては，附属書 A に，この規格の

使用例を示す。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC/IEEE 15026-3:2023，Systems and software engineering－Systems and software assurance－Part 

3: System integrity levels（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと


